
図1　電圧を測る基準としてのグラウンドの考え方
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図2　十字結線は交差と区別しにくい
職場の独自ルールが存在することがある．例えば十時結線は，コ
ピー時にゴミなどの影響で間違える怖れもあるので，わざわざ十
字にならないように記述している例
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特集　シミュレータで早分り！電子回路教科書

　最初に覚えておきたいのは，回路図記号と単位です．
　電子回路設計でよく使われる単位もその意味と利
用方をしっかり理解しておくことが重要です．

● よく使う記号は覚える
　よく使う回路図記号を表1（章末に掲載）に示します．
この表は，本誌2017年4月号の別冊付録から抜粋した
ものです．
　最低限覚えておく回路記号は，抵抗，コイル，コン
デンサ，トランジスタ，ダイオード，OPアンプです．
そのほかの記号については，必要に応じて回路図記号
集を参照しても問題ないと考えます．ただし，自分の専
門分野で使う回路図記号は，必ず覚えておくべきです．
　回路図記号は，企業独自のルールが存在します．ほ
とんどの会社で回路図入力にはCADを使っているは
ずです．したがって，会社の回路図記号は，会社の
CADに登録されている部品マクロで決まることにな
ります．

● ワンポイント！ OPアンプにはGND端子がない
　多くのICには必ずグラウンド（GND）端子がありま
すが，OPアンプにはありません．どの端子をグラウ
ンドに接続すればよいのでしょう？
　図1に一般のICのグラウンドの考え方とOPアンプ
の電圧を測る基準としてのグラウンドの考え方を示し
ます．
　OPアンプの場合，グラウンドに接続する端子は回
路によって変わります．OPアンプの端子をグラウン
ドに接続しない使い方もあります．
　一般のICでは，入力Vin，出力Vout の電圧を決める

基準としてグラウンドが必要です．一方，OPアンプ
ICでは，入力側は2本の入力ピンの電圧差Vin ＋−Vin −

で動作するので，グラウンドを基準に測る必要はあり
ません．出力側はVin ＋＞Vin −ならVout は上昇，Vin ＋

＜Vin −ならVout は下降するだけで，グラウンドを基
準に作る必要はありません．
　唯一の例外とも呼べる回路は電圧フォロワです．電
圧フォロワには入力ピンVin，出力ピンVout はありま
すが，どこもグラウンドに接続されていません．
　これは，電圧フォロワは入力電圧Vin を測ることな
く，そのままVout として出力するからです．

● ワンポイント！十字結線の描き方
　配線のルールでは，図2に示すように十字結線が禁
止されている会社もあります．この理由は，交差と区
別しにくく，図面をコピーしたときに付着したゴミな
どによって，交差を接続と勘違いすることを防止する
ためです．
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